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　第4次川口市総合計画を策定するにあたり、市民のみなさんとの協働
による計画づくりを目指すため、総合計画審議会委員を募集します。 
１　募集人数　2人　 
２　応募資格 
　市内在住・在勤・在学する満18歳以上（応募日現在）で、まちづく
りに関心があり、継続して総合計画審議会に出席できるかた。ただし、
高校生は除きます。 
３　審議会概要 
①審議事項：総合計画における基本構想および基本計画 
滷任　　期：平成20年5月から平成22年1月まで（予定） 
澆場　　所：市内公共施設を予定 
④回　　数：月1～2回程度（平日の昼間の2時間程度を予定） 
潸報　　酬：日額　会長7,800円、委員7,200円 
　　　　　　（交通費は支給しません） 
４　応募方法 
　小論文「私が考える川口市のまちづくりについて」を任意の書式
に800字以内で記入し、応募申込書に住所（市外在住者は勤務先・学
校の住所）、氏名、性別、年齢、職業、電話番号、応募理由など（市
内で町会やNPOなどの市民活動をされていましたら、具体的にご記
入ください。）を明記のうえ、郵送、ＦＡＸ、Eメールまたは、ご持参
ください。応募申込書は、総合政策課、市内各公民館、図書館、支
所および川口駅前行政センターで配布しています。市ホームページ
からダウンロードすることもできます。 
５　応募期間…4月21日（月）必着 
６　選考方法 
　応募申込書および小論文をもとに書類選考により決定します。なお、
他の審議会の委員をされていないかたを優先し決定します。 
※選考結果は、5月初旬、応募者全員に文書で通知します。なお、委
員をお願いするかたには、別途「承諾書」の提出をお願いいたし
ます。 

「総合計画審議会委員」募集 
　あなたの住むまち川口の将来を考えてみませんか。 
　第4次川口市総合計画を策定するにあたり、みなさんが思い描く「将
来の川口市と川口市を表すキーワード」の提案を募集します。 
１　募集内容 
①「将来の川口市を、どのようなまちにしたいですか。」 
　あなたが思い描く将来の川口市のまちづくりの提案を任意の様
式に記入し、ご応募ください。 

滷「将来の川口市を表すキーワードは、何ですか。」 
　あなたが思い描く将来の川口市を一言で表すと、どんな言葉や
単語になりますか。また、その理由を教えてください。 

　あなたの提案を任意の様式に記入し、ご応募ください。 
　①と滷の両方の応募、また、①のみ、滷のみの応募でも構いません。 
２　応募方法 
　住所、氏名、性別、年齢を明記のうえ、郵送、ＦＡＸ、Eメールま
たは、ご持参ください。 
３　応募期間…4月30日（水）必着 
※応募された提案は、今後予定している総合計画審議会などのなかで、
活用させていただきます。 

＜送付・提出先／問い合わせ＞ 
〒332-8601　川口市青木2-1-1 
川口市役所　企画財政部 
総合政策課（市役所本庁舎4階） 
蘂048-258-1110　薨048-257-1008 
Eメール　040.01000＠city.kawaguchi.lg.jp

「将来の川口市と川口市を表すキーワード」募集 

「市民意識調査」にご協力ありがとうございました。 「市民意識調査」にご協力ありがとうございました。 
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＜調査の概要＞　 
調 査 対 象…川口市に在住する18歳以上のかた 
調 査 方 法…郵送による送付、回収 
調 査 人 数…5,000人（住民基本台帳から無作為に抽出） 
有効回収数…1,882人（37.6％） 
　うち男性　 794人（42.2％） 
　　　女性　1,008人（53.6％） 
　　無回答　 80人  （4.3％） 
　調査結果は、回答者全員を100とした場合の比率です。複数
回答や四捨五入により100％にならない場合もあります。 
　今回の市民意識調査の全結果は、後日市ホームページ、また
は市役所本庁舎１階の市政情報コーナー、図書館で公開予定です。 
　今後も随時、総合計画の進捗を図るために、市民意識調査を
実施しますので、ご協力よろしくお願いします。 

　第4次川口市総合計画の策定にあたり、その基礎資料
とするために、平成20年1月4日から21日にかけて市民
意識調査を実施しました。このたび、調査結果がまと
まりましたので、その一部をお知らせします。 

「市民意識調査」にご協力ありがとうございました。 「市民意識調査」にご協力ありがとうございました。 「市民意識調査」にご協力ありがとうございました。 

【川口市が取り組む施策に対する評価】 【居住歴】 

健康づくりの推進 

児童の健全育成と子育て支援の推進 

安心できる生活環境整備の推進 

高齢者の社会参加の推進 

高齢者の生活安定化の推進 

生きる力を育む学校教育の推進 

青少年の健全育成の推進 

生涯学習の推進 

スポーツ・レクリエーションの推進 

文化財の保存と活用 

文化芸術の振興 

川口を支える工業の振興 

川口を支える商業の振興 

川口を支える農業の振興 

新しい産業の振興 

勤労者の雇用と福祉の推進 

美しくうるおいのある景観形成の推進 

緑の都市の創出 

水の都市の創出 

安全・安心な市民生活の確保 

良好な住環境の推進 

安全・安心で安定した水道水の供給 

環境衛生の推進 

葬祭施設・霊園の整備 

環境の保全と創造 

廃棄物の減量化・再資源化・適正処理の推進 

機能的で特色のある土地利用の推進 

機能的で魅力ある都市形成を目指した市街地機能の推進 

総合的な交通体系の確立 

下水道事業の推進 

人権尊重社会の構築 

男女共同参画社会の推進 

コミュニティ活動の推進 

市民の社会貢献活動の促進と協働の推進 

地域国際化の推進 

市民とともにつくる地域情報化の推進 

市民参加の推進 

計画的・効率的な行財政運営の推進 

広域行政の推進 

無回答 
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今後、さらに充実を求める施策・もっと力を入れるべき施策 
現在満足している施策 

7割強の市民の
かたが、10年以
上川口市に住
みつづけていま
す。 

【今後の居住傾向】 
8割強の市民の
かたが、「住みつ
づけたい」と考
えています。 
そのうち、半数
以上のかたが
「都心に出やす
い」「買い物な
ど日常生活に便
利」を理由にあ
げています。 

【市民活動の必要性】 
「必要だと思う」
「ある程度必要
だと思う」を合わ
せると9割弱の
市民のかたが、
川口市を住みよ
いまちにするた
めに町会やNPO
などの市民活動
が必要であると
考えています。 

5年未満 
256人、13.6%

5年以上 
10年未満 
167人、8.9%

10年以上 
20年未満 
283人、15.0%

20年以上30年未満 
277人、14.7%

30年以上 
611人、32.5%

出生時から 
246人、13.1%

無回答 
42人、2.2%

住みつづけたい 
1583人、84.1%

住みつづけたくない 
275人、14.6%

無回答 
24人、1.3%

必要だと思う 
711人、37.8%

ある程度 
必要だと思う 
956人、50.8%

あまり必要だと 
思わない 
58人、3.1%

わからない 
65人、3.5%

まったく必要だと 
思わない 
4人、0.2%

無回答 
88人、4.7%


